
平 成 31 年 2 月 28 日

長 野 県 上 田 市

社会資本総合整備計画（第２回変更）

（賑わいのある市街地拠点の創出と、公共交通・歩行空間ネットワークの充実による「健幸都市」の実現）



平成30年度　～　平成34年度　（5年間） 長野県上田市

（H34末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 H31 H32 H33 H34 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 上田市 直接 790 別添1

合計 790

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計

番号 備考

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

丸子地域における二次公共交通（循環バス等）の利用者を集計する。（乗車実績から算出する）
　※総合計画指標・目標値から　×1.25倍

丸子地域で行われるイベント数を集計する。（丸子地域自治センターだより「行事イベント予定」による）
　※丸子地域拠点・施設数6→7から　×1.16倍

依田川ウォーキングロードのウォーキング者数を計測する。（平日・休日で2箇所で計測する）
　※総合計画指標・目標値から　×1.14倍

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

事業者
要素となる事業名

市町村名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

920百万円 Ａ 790百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 130百万円

交付対象事業

全体事業費

全体事業費
（百万円）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

14.1％
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

4,328人/年 －－－ 5,410人/年

29件/年 －－－ 33件/年

191人/日 －－－ 217人/日

（H29）

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

賑わいのある市街地拠点の創出と、公共交通・歩行空間ネットワークの充実による「健幸都市」の実現

・公共交通（循環バス等）の利用者数を4,328人/年（H29）から5,410人/年（H34末）へ増加　　　
・依田川ウォーキングロードのウォーキング者数を191人/日（H29）から217人/日（H34末）へ増加　　　

　丸子地域中心市街地は、旧丸子町時代から、国道152号や市道下丸子腰越線沿いの周辺に商業・業務施設や商店街、公共施設などの都市機能が集積した沿道型市街地を形成している。しかし、社会情勢の変化、人口減少社会の進行、市町村
合併による求心力の低下等、丸子地域を取り巻く環境は厳しく、平成27年には人口集中地区が無くなり準人口集中地区となってしまった。都市のスポンジ化が顕著となっている。
　そこで、人口減少社会を見据えた中で既存ストックの活用を図ると共に、再整備に併せた公共施設等の集約化等により、賑わいのある市街地拠点を創出したい。さらに市街地拠点間を結ぶ公共交通や歩行空間のネットワークを充実させるこ
とで、上田市が進めている「健幸都市（＝Smart Wellness City 個々人が自分のライフスタイルに合わせ、健康でかつ生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活を営むことができる街）の実現」を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

平成31年2月28日

費用便益比
（事業箇所）

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

上田市 区域面積　A=127ha丸子中心市街地地区 都市再生整備計画事業 上田市

一体的に実施することにより期待される効果

・丸子地域で行われるイベント数を29件/年（H29）から33件/年（H34末）へ増加　　　　　　　



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34

1-C-1 一般 上田市 直接 70

1-C-2 一般 上田市 直接 20

1-C-3 一般 上田市 直接 10

1-C-4 一般 上田市 直接 30

合計 130

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

1-C-4

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

都市再生整備計画事業（1-A-1）と一体的に実施し、「かわまちづくり支援制度」を活用し、河川空間とまち空間を融合した良好な空間形成を図り、新たな賑わいの拠点を創出することにより、施設利用の増加に
よる「健幸都市の実現」が期待されるとともに各種イベントの開催も期待される。

都市再生整備計画事業（1-A-1）と一体的に実施し、多くの市民に親しまれている彩りの森公園の遊歩道をリニューアルし快適な憩い空間を創出することにより、施設利用の増加による「健幸都市の実現」が期待
される。

都市再生整備計画事業（1-A-1）、道路事業（1-A-2)と一体的に実施し、依田川ウォーキングロードを健幸フィールドと位置づけ、快適に利用できるように案内板設置や距離標をリニューアルすることにより、施
設利用の増加による「健幸都市の実現」が期待されるとともに市街地歩行空間のネットワークの充実が期待される。

都市再生整備計画事業（1-A-1）、道路事業（1-A-2)と一体的に実施し、循環バスの経路拡充、運行の増便等を行うことにより、利用の増加による公共交通のネットワークの充実が期待されるとともに「健幸都市
の実現」が期待される。

上田市 彩りの森憩い空間整備事業 園路改修工 上田市

依田川ウォーキングロード健幸空間創出事業 案内板設置、距離標リニューアル 上田市上田市

一体的に実施することにより期待される効果

上田市 「串に団子」二次公共交通運行社会実験 循環バスの経路拡充、運行の増便等の社会実験 上田市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

上田市 親水広場、駐車場、遊歩道等の整備かわまちづくり支援事業 上田市

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成３０年度以降の各年度の決算額を記載。

H30 H31 H32 H33 H34

計画別流用
増△減額
（b）

0 0

配分額
（a）

26.9 128.6

前年度からの繰越額
（d）

0 19.9

交付額
（c=a+b）

26.9 128.6

翌年度繰越額
（f）

19.9

支払済額
（e）

7.0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

他事業との調
整に不測の日
数を要したた

め

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

23.9%

不用額
（h = c+d-e-f）

0

うち未契約繰越額
（g）

6.4



社会資本総合整備計画

計画の名称 1 賑わいのある市街地拠点の創出と、公共交通・歩行空間ネットワークの充実による「健幸都市」の実現

計画の期間 平成30年度　～　平成34年度　（5年間） 長野県上田市交付対象

1-A-1 丸子中心市街地地区 
     都市再生整備計画  
          （A=127ha） 

至 長和町 

N 

至 上田市街地 

国道152号 

基幹事業 

凡例 

効果促進事業 

依田川ウォーキングロード 

1-C-1 かわまちづくり支援事業  

1-C-2 彩りの森憩い空間整備事業 

1-C-3 依田川ウォーキングロード 
     健幸空間創出事業  

幹線道路 

丸子駅バスターミナル 

丸子中央病院 

大屋駅 

丸子地域自治センター 

市街地拠点 

1-C-4 「串に団子」二次公共交通 
     運行社会実験 



(参考）年次計画

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

事業費

上田市 790.0 53.5 276.5 232.0 178.0 50.0

計 790.0 53.5 276.5 232.0 178.0 50.0

効果促進事業

交付対象 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

事業費

上田市 70.0 10.0 20.0 20.0 20.0

上田市 20.0 1.0 6.0 7.0 6.0

上田市 10.0 5.0 5.0

上田市 30.0 10.0 10.0 10.0

計 130.0 11.0 36.0 42.0 41.0 0.0

920.0 64.5 312.5 274.0 219.0 50.0

7.0% 41.0% 70.8% 94.6% 100.0%

事業名 事業箇所名 事業主体

都市再生整備計画事業 丸子中心市街地地区 都市再生整備計画事業

事業名 事業箇所名 事業主体

かわまちづくり支援事業 千曲川・依田川合流地区

累計進捗率　（％）

彩りの森憩い空間整備事業 彩りの森公園・丸子公園

依田川ウォーキングロード健幸空間整備事業 依田川ウォーキングロード

「串に団子」二次公共交通運行社会実験 丸子市街地

合計



（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費

かわまちづくり支援事
業

千曲川・依田川との合流地点において、国の制度で
ある「かわまちづくり支援制度」を活用し、河川空間と
まち空間を融合した良好な空間形成を図る。

上田市 A=約2ha 30 33 70.0 3.0 7.0 60.0 親水広場、駐車場、遊歩道等の整備

彩りの森憩い空間整備
事業

公園内遊歩道は、健幸フィールドとして、多くの市民に
親しまれているが、さらなる利用促進を図り、快適な
憩い空間を創出するため、利用しやすいよう園路改修
を行う。

上田市

公園内遊
歩道
L=約1.4㎞

30 33 20.0 20.0 園路改修工

依田川ウォーキング
ロード健幸空間整備事
業

依田川ウォーキングロードを健幸フィールドと位置づ
け、快適に利用できるように案内板設置や距離標をリ
ニューアルする。

上田市

依田川
ウォーキ
ングロード
L=約6㎞

32 33 10.0 10.0 案内板設置、距離標（既存）リニューアル

「串に団子」二次公共交
通運行社会実験

丸子地域循環バス「まりんこ号」に関して、しなの鉄道
大屋駅までの乗入を含む経路拡充と、運行の増便等
の社会実験を行う。

上田市

東コース
L＝24㎞
3便/日

西コース
L=約31㎞
3便/日

31 33 30.0 30.0 循環バスの経路拡充、運行の増便

交付期間内事業費
事業費の主な使途概要 その他

効果促進事業

事業名 事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間



 【効果促進事業】  かわまちづくり支援事業 

（一）千曲川 

（一）依田川 駐車場・トイレ 

緑地広場 

親水広場 

遊歩道 

遊歩道 

イメージ 親水広場 

イメージ 親水広場 

イメージ 緑地広場 
イメージ 遊歩道 

（一）矢の沢川 



二の郭展望台 

本郭展望台 

丸子公園 

彩りの森公園 

【効果促進事業】 彩りの森憩い空間整備事業 

二の郭展望台からの眺望 

地域市民の憩いの場所 

柵等がない園路 土砂が流失した園路（階段） 



 【効果促進事業】  依田川ウォーキングロード 
依田川ウォーキングロード 

距離標（既存）リニューアル 

案内板（地図）設置 

距離標（既存） イメージ 

※距離標の 
  ナンバー化 



【効果促進事業】 「串に団子」二次公共交通運行社会実験 

JR上田駅 大屋駅 

丸子駅バスターミナル 

丸子ベルシティ 

「串」 
 …路線バスは運賃低減バス実証運行の 
    成果もあり、充実している 

「団子」 
 …市街地拠点↔自宅間が課題。団子を充実させる 
  丸子地域循環バス「まりんこ号」の社会実験 

丸子地域循環バス「まりんこ号」 

①大屋駅やバス運行 
 空白地域への経路拡充 
②１日の運行の増便 
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